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資料編

学
習
指
導
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

中
学
校
・
校
長
先
生
用

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
全
国
の
公
立
中
学
校
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
校
長
先
生
方
に
、
学
習
指
導
に
か
か
わ
る

学
校
の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
す
。

●
無
記
名
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
の
で
、
お
名
前
・
ご
住
所
・
貴
校
名
を
ご
記
入
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
統
計
的
に
処
理
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
い
た
だ
く
先
生
や
学
校
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
は
決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

●
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
る
か
、
回
答
欄
に
回
答
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
あ
ま
り
考
え
込
ま
ず
、
お
答

え
に
な
れ
る
範
囲
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

１
 　
校
長
先
生
ご
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

Ａ
．
性
別
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
．
女
性
　
　
　
２
．
男
性

Ｂ
．
満
年
齢
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
 

）
歳

Ｃ
．
教
職
経
験
年
数
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
 

）
年
目

Ｄ
．
校
長
職
経
験
年
数
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
 

）
年
目

Ｅ
．
現
在
校
の
勤
務
年
数
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
 

）
年
目

Ｄ
．
非
常
勤
教
員
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
…
…
…（
 

）
人

（
非
常
勤
講
師
な
ど
。
特
別
非
常
勤
講
師
を
除
く
）

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

１
）
中
学
校
の
学
校
選
択
制
が
導
入
さ
れ
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２

２
）
学
校
支
援
地
域
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２

３
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２

４
）
中
高
一
貫
教
育
校
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２

５
）
２
学
期
制
を
実
施
し
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２

６
）
40
人
未
満
の
学
級
編
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２

７
）
特
別
支
援
学
級
や
通
級
指
導
教
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２

８
）
主
幹
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２

９
）
今
年
度
、
文
部
科
学
省
の
研
究
指
定
を
受
け
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２

10
）
今
年
度
、
文
部
科
学
省
以
外
の
研
究
指
定
を
受
け
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２

Ｆ
．
貴
校
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。
１
）～
17
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、 

あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も

あ
て
は
ま
る

ま
あ

あ
て
は
ま
る

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

ま
っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な
い

11
）
小
学
校
と
の
交
流
が
さ
か
ん
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

12
）
高
校
と
の
交
流
が
さ
か
ん
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

13
）
地
域
と
の
交
流
が
さ
か
ん
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

14
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
さ
か
ん
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

15
）
教
育
熱
心
な
保
護
者
が
多
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

16
）
三
世
代
同
居
率
が
高
い
地
域
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

17
）
中
学
校
を
受
験
（
受
検
）
す
る
子
ど
も
が
多
い
地
域
で
あ
る
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
 　
貴
校
の
こ
と
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

Ａ
．
学
校
の
あ
る
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
…
…
…
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）
都
・
道
・
府
・
県

 
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）
市
・
区
・
町
・
村

Ｂ
．
学
校
の
規
模
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
…
…
…
…
…
全
校
の
生
徒
数
（
　
　
　
　
　
　
　
）
人

 
全
校
の
学
級
数
（
　
　
　
　
　
　
　
）
学
級

Ｃ
．
本
務
教
員
数
と
そ
の
年
齢
構
成
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
貴
校
の
勤
務
を
本
務
と
す
る
常
勤
の
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
、
教
諭
、
常
勤
講
師
、
養
護
教
諭
、

栄
養
教
諭
、
実
習
助
手
な
ど
。
再
任
用
、
臨
時
的
任
用
の
教
員
を
含
む
）

１
）
本
務
教
員
数
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
 

）
人

２
）
そ
の
年
齢
構
成
…
…
…
…
…
…
…
…
 
30
歳
未
満
 （
 

）
人

 
 
30
～
39
歳
 （
 

）
人

 
 
40
～
49
歳
 （
 

）
人

 
 
50
～
59
歳
 （
 

）
人

 
 
60
歳
以
上
 （
 

）
人

Ｅ
．
貴
校
で
は
、
次
の
よ
う
な
学
校
外
の
人
材
を
活
用
し
て
い
ま
す
か
。
１
）～
７
）
の
う
ち
活
用
し
て
い
る
人
材
 

す
べ
て
に
○
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
Ⅰ
）。
ま
た
活
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
活
用
内
容
と
し
て
 

あ
て
は
ま
る
番
号
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
（
Ⅱ
）。

Ⅰ ． 活 用 し て い る 人 材

　 　
（ す べ て に ○ ）

１
）
保
護
者

２
）
地
域
住
民

３
）
N
PO
の
人
材

４
）
民
間
企
業
の
人
材

５
）
大
学
教
員

６
）
大
学
生
・
大
学
院
生

７
）
高
校
生

Ⅱ
．
活
用
内
容
（
活
用
し
て
い
る
も
の
す
べ
て
に
○
）

① 授 業 中 の 補 助

② 授 業 の ゲ ス ト

　
テ ィ ー チ ャ ー ・ 出 前 授 業

③ 特 別 な 支 援 が

　
必 要 な 生 徒 の 補 助

④ 部 活 動 の 指 導 ・ 補 助

⑤ 放 課 後 の 補 習 の 指 導 ・

　
補 助

⑥ 土 曜 日 の 学 習 指 導 ・

　
補 助

⑦ 長 期 休 業 中 の 学 習 指 導 ・

　
補 助

⑧ そ の 他

１
２

３
４

５
６

７
８

１
２

３
４

５
６

７
８

１
２

３
４

５
６

７
８

１
２

３
４

５
６

７
８

１
２

３
４

５
６

７
８

１
２

３
４

５
６

７
８

１
２

３
４

５
６

７
８
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調
査
票
見
本 

（
中
学
校
校
長
調
査
）

Ｈ
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
生
徒
用
）
と
電
子
黒
板
の
設
置
台
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

１
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
生
徒
用
） 
…
…
…
…
…
…
…
学
校
全
体
で
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）
台
く
ら
い

２
）
電
子
黒
板
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
学
校
全
体
で
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）
台

Ａ
．
貴
校
の
２
学
期
の
標
準
的
な
時
間
割
で
は
、
月
～
金
曜
日
の
５
日
間
の
う
ち
、
次
の
よ
う
な
日
が
何
日
あ
り
ま
す
か
。

１
日
も
な
い
場
合
は
「
０
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

１
）
１
年
生
の
６
時
間
目
が
あ
る
日
…
…
…
…
…
…（
　
　
　
　
  ）
日

７
時
間
目
が
あ
る
日
…
…
…
…
…
…（
　
　
　
　
  ）
日

２
）
２
年
生
の
６
時
間
目
が
あ
る
日
…
…
…
…
…
…（
　
　
　
　
  ）
日

７
時
間
目
が
あ
る
日
…
…
…
…
…
…（
　
　
　
　
  ）
日

３
）
３
年
生
の
６
時
間
目
が
あ
る
日
…
…
…
…
…
…（
　
　
　
　
  ）
日

７
時
間
目
が
あ
る
日
…
…
…
…
…
…（
　
　
　
　
  ）
日

Ａ
．
今
年
度
の
年
間
授
業
日
数
は
何
日
で
す
か
。
…
…
…
…
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）
日

４
 　
年
間
授
業
日
数
と
年
間
授
業
時
数
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

５
 　
時
間
割
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

３
 　
貴
校
の
生
徒
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

Ａ
．
貴
校
に
は
、
次
の
よ
う
な
生
徒
が
ど
れ
く
ら
い
い
ま
す
か
。
４
）
と
６
）
は
、
昨
年
度
の
状
況
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

ほ
と
ん
ど

い
な
い

１
割
に

満
た
な
い

１
割

く
ら
い

２
割

く
ら
い

３
～
４
割

く
ら
い

５
割
以
上

１
）
経
済
的
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
家
庭
の
生
徒
…
…
…
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5
─
─
6

２
）
生
活
面
の
ケ
ア
が
十
分
に
受
け
ら
れ
て
い
な
い
生
徒
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5
─
─
6

３
）
学
習
指
導
に
困
難
を
感
じ
る
生
徒
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5
─
─
6

４
）
私
立
高
校
に
進
学
す
る
生
徒
（
昨
年
度
） 
…
…
…
…
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5
─
─
6

５
）
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
…
…
…
…
…
…
…
…
全
校
で
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）
人
く
ら
い

６
）
長
期
欠
席
の
生
徒
（
昨
年
度
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
全
校
で
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）
人
く
ら
い

Ｂ
．
貴
校
の
平
均
的
な
生
徒
の
学
力
は
、
全
国
の
公
立
中
学
校
の
中
で
だ
い
た
い
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

上
の
ほ
う

や
や
上
の
ほ
う

真
ん
中
く
ら
い

や
や
下
の
ほ
う

下
の
ほ
う

１
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
３
─
─
─
─
─
４
─
─
─
─
─
５

Ｇ
．
貴
校
の
「
学
校
教
育
目
標
」（
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
方
針
も
含
む
）
に
は
、次
の
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

含
ま
れ
て
い
る
言
葉
（
類
似
し
た
言
葉
も
含
む
）
の
番
号
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
生
き
る
力
 

13
．
創
造
性
　
創
造
力
 

25
．
個
性
　
一
人
ひ
と
り

２
．
人
間
性
 

14
．
学
習
習
慣
 

26
．
体
験
　
体
験
的
学
習

３
．
情
緒
　
情
操
 

15
．
知
性
　
賢
さ
 

27
．
ゆ
と
り

４
．
思
い
や
り
 

16
．
基
礎
・
基
本
 

28
．
地
域
　
郷
土

５
．
心
の
教
育
　
豊
か
な
心
 

17
．
学
力
向
上
　
学
力
定
着
 

29
．
環
境
　
自
然

６
．
社
会
性
　
協
調
性
 

18
．
人
権
尊
重
 

30
．
国
際
　
国
際
社
会

７
．
社
会
規
範
　
き
ま
り
 

19
．
自
立
　
自
主
　
主
体
性
 

31
．
情
報
化
社
会
　
情
報
技
術

８
．
基
本
的
生
活
習
慣
 

20
．
自
律
　
自
制
 

　
　
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

９
．
健
康
　
体
力
 

21
．
興
味
　
関
心
 

32
．
奉
仕
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

10
．
自
ら
学
ぶ
力
　
自
己
学
習
力
 
22
．
思
考
力
　
考
え
る
力
 

33
．
共
生

11
．
意
欲
　
や
る
気
 

23
．
努
力
　
向
上
心
　
が
ん
ば
る
 
34
．
そ
の
他

12
．
学
ぶ
楽
し
さ
 

24
．
素
直
　
明
る
い
　
朗
ら
か

具
体
的
に
：

Ｂ
．
今
年
度
の
貴
校
の
各
学
年
の
、
各
教
科
、
道
徳
、
特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
の
年
間
授
業
時
数
は

そ
れ
ぞ
れ
何
時
数
で
す
か
。
下
の
表
に
各
時
数
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

区
分

１
年
生

２
年
生

３
年
生

各
教
科

国
語

社
会

数
学

理
科

音
楽

美
術

保
健
体
育

技
術
・
家
庭

外
国
語

選
択
教
科

道
徳

特
別
活
動

総
合
的
な
学
習
の
時
間

そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

※
教
育
課
程
特
例
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校

　
の
み
、
こ
の
欄
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

年
間
総
授
業
時
数

※
算
用
数
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
１
単
位
時
間
は
50
分
と
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

資
料
編
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Ｂ
．
貴
校
で
は
、
時
間
割
を
組
む
う
え
で
次
の
よ
う
な
工
夫
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。 

１
）～
13
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

や
っ
て
い
る

以
前
は
や
っ
て
い
た
が

今
は
や
っ
て
い
な
い

や
っ
た
こ
と
が
な
い

１
）
週
単
位
で
異
な
る
時
間
割
の
組
み
合
わ
せ
 …
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

２
）
２
時
間
続
き
な
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
制
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

３
）
帯
時
間
の
設
定
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

４
）
20
分
程
度
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
方
式
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

５
）
25
分
や
75
分
な
ど
の
弾
力
的
な
授
業
時
間
 …
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

６
）
休
憩
や
給
食
時
間
の
取
り
方
の
工
夫
 …
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

７
）
特
定
期
間
に
特
定
の
教
科
な
ど
を
集
中
し
て
実
施
 …
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

８
）
定
期
テ
ス
ト
の
回
数
や
日
数
の
削
減
 …
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

９
）
定
期
テ
ス
ト
の
回
数
や
日
数
の
加
増
 …
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

10
）
学
期
始
め
や
学
期
末
の
短
縮
授
業
日
を
減
ら
す
 …
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

11
）
始
業
式
な
ど
の
学
校
行
事
の
あ
る
日
に
も
授
業
を
行
う
 …
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

12
）
長
期
休
業
期
間
を
短
く
す
る
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

13
）
学
校
行
事
を
精
選
す
る
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

６
 　
貴
校
で
は
、
今
年
度
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。
１
）～
５
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、 

あ
て
は
ま
る
番
号
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
回
数
（
日
数
）
と
 

時
間
も
お
答
え
く
だ
さ
い
（
予
定
も
含
み
ま
す
。
ま
た
、
学
年
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
は
、
学
校
全
体
と
し
て
の
 

だ
い
た
い
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
）。

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い
が

教
員
の
手
当
が

あ
れ
ば
実
施
し
た
い

実
施
す
る

予
定
は
な
い

１
）
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

２
）
少
人
数
指
導
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

３
）
必
修
教
科
に
お
け
る
習
熟
度
別
指
導
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

７
 　
貴
校
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。
あ
る
い
は
今
後
実
施
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
。 

１
）～
３
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

９
 　
貴
校
の
教
員
の
指
導
力
と
そ
の
向
上
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

８
 　
定
期
試
験
や
学
力
調
査
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

１
）
平
日
の
朝
読
書

１
．
実
施
し
て
い
る
（
教
育
課
程
内
）（
週
　
　
　
　
　
回
、
１
回
　
　
　
　
　
　
分
）

２
．
実
施
し
て
い
る
（
教
育
課
程
外
）（
週
　
　
　
　
　
回
、
１
回
　
　
　
　
　
　
分
）

３
．
実
施
し
て
い
な
い

Ｂ
．
今
後
の
定
期
試
験
の
回
数
の
増
減
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
番
号
に
 

○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
回
数
を
増
や
す
予
定
で
あ
る
 

３
．
回
数
を
変
え
な
い
予
定
で
あ
る
   

２
．
回
数
を
減
ら
す
予
定
で
あ
る
 

４
．
決
め
て
い
な
い

２
）
平
日
の
朝
学
習
（
漢
字
や
計
算
の
ド
リ
ル
な
ど
）

１
．
実
施
し
て
い
る
（
教
育
課
程
内
）（
週
　
　
　
　
　
回
、
１
回
　
　
　
　
　
　
分
）

２
．
実
施
し
て
い
る
（
教
育
課
程
外
）（
週
　
　
　
　
　
回
、
１
回
　
　
　
　
　
　
分
）

３
．
実
施
し
て
い
な
い

３
）
平
日
の
放
課
後
の
補
習

１
．
実
施
し
て
い
る
（
週
　
　
　
　
　
回
、
１
回
　
　
　
　
　
　
分
）

２
．
実
施
し
て
い
な
い
が
、
来
年
度
は
実
施
す
る
予
定

３
．
実
施
し
て
お
ら
ず
、
来
年
度
も
実
施
す
る
予
定
は
な
い
・
決
ま
っ
て
い
な
い

４
）
土
曜
日
の
学
習
の
指
導

１
．
実
施
し
て
い
る
（
教
育
課
程
内
）（
年
　
　
　
　
　
日
、
１
日
　
　
　
　
　
　
時
間
）

２
．
実
施
し
て
い
る
（
教
育
課
程
外
）（
年
　
　
　
　
　
日
、
１
日
　
　
　
　
　
　
時
間
）

３
．
実
施
し
て
い
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ※
１
単
位
時
間
は
50
分
と
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

５
）
長
期
休
業
中
の
学
習
の
指
導

１
．
実
施
し
て
い
る
（
年
　
　
　
　
　
日
、
１
日
　
　
　
　
　
　
時
間
）

２
．
実
施
し
て
い
な
い
が
、
来
年
度
は
実
施
す
る
予
定

３
．
実
施
し
て
お
ら
ず
、
来
年
度
も
実
施
す
る
予
定
は
な
い
・
決
ま
っ
て
い
な
い

※
１
単
位
時
間
は
50
分
と
し
て

　
お
答
え
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
貴
校
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
十
分
で
き
て
い
る
教
員
は
ど
れ
く
ら
い
い
ま
す
か
。 

１
）～
９
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ほ
と
ん
ど

す
べ
て

半
分
よ
り

多
い

半
分

く
ら
い

半
分
よ
り

少
な
い

ほ
と
ん
ど

い
な
い

１
）
教
科
指
導
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
２
─
─
─
３
─
─
─
４
─
─
─
5

２
）
生
徒
指
導
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
２
─
─
─
３
─
─
─
４
─
─
─
5

３
）
進
路
指
導
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
２
─
─
─
３
─
─
─
４
─
─
─
5

４
）
学
級
づ
く
り
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
２
─
─
─
３
─
─
─
４
─
─
─
5

５
）
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 …
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
２
─
─
─
３
─
─
─
４
─
─
─
5

６
）
新
し
い
テ
ー
マ
や
課
題
へ
の
取
り
組
み
 …
…
…
…
…
…
１
─
─
─
２
─
─
─
３
─
─
─
４
─
─
─
5

７
）
IC
T
機
器
の
活
用
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
２
─
─
─
３
─
─
─
４
─
─
─
5

８
）
教
員
ど
う
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 …
…
…
…
…
…
１
─
─
─
２
─
─
─
３
─
─
─
４
─
─
─
5

９
）
保
護
者
へ
の
対
応
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
２
─
─
─
３
─
─
─
４
─
─
─
5

Ａ
．
貴
校
で
は
、
今
年
度
、
次
の
よ
う
な
試
験
や
学
力
調
査
を
ど
れ
く
ら
い
実
施
し
ま
す
か
。 

１
）～
３
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
学
年
ご
と
に
、
実
施
し
て
い
る
月
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
）
定
期
試
験

１
年
生

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月
１
月

２
月

３
月

２
年
生

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月
１
月

２
月

３
月

３
年
生

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月
１
月

２
月

３
月

２
）
実
力
試
験
（
校
内
実
力
試
験
な
ど
）

１
年
生

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月
１
月

２
月

３
月

２
年
生

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月
１
月

２
月

３
月

３
年
生

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月
１
月

２
月

３
月

３
）
学
力
調
査
（
自
治
体
主
催
の
も
の
。「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
は
除
き
ま
す
）

１
年
生

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月
１
月

２
月

３
月

２
年
生

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月
１
月

２
月

３
月

３
年
生

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月
10
月
11
月
12
月
１
月

２
月

３
月



─ 183 ─

調
査
票
見
本 

（
中
学
校
校
長
調
査
）

Ｃ
．
貴
校
で
は
、
教
員
の
指
導
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
ど
れ
く
ら
い
力
を
入
れ
て
い
ま
す
か
。

１
）～
９
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

力
を

入
れ
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
う
と

力
を
入
れ
て
い
る
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

力
を
入
れ
て
い
な
い

力
を

入
れ
て
い
な
い

実
施
し
て

い
な
い

１
）
教
員
間
の
教
材
研
究
、
授
業
研
究
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
…
…
…
…
5

２
）
指
導
教
諭
な
ど
に
よ
る
授
業
参
観
や
指
導
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
…
…
…
…
5

３
）
校
長
に
よ
る
授
業
参
観
や
指
導
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
…
…
…
…
5

４
）
校
長
か
ら
の
教
育
情
報
の
提
供
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
…
…
…
…
5

５
）
他
校
の
取
り
組
み
な
ど
の
事
例
研
究
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
…
…
…
…
5

６
）
外
部
研
修
へ
の
参
加
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
…
…
…
…
5

７
）
O
JT
、
メ
ン
タ
ー
制
度
な
ど
の

若
手
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
づ
く
り
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
…
…
…
…
5

８
）
指
導
力
の
客
観
的
な
測
定
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
…
…
…
…
5

９
）
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
…
…
…
…
5

10
 　
20
12
年
度
に
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

11
 　
他
の
学
校
段
階
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
要
望
を
お
持
ち
で
す
か
。 

Ａ
、
Ｂ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
お
感
じ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

12
 　
校
長
先
生
は
、
日
ご
ろ
の
お
仕
事
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
や
り
が
い
や
悩
み
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

日
ご
ろ
お
感
じ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

以
上
で
質
問
は
終
わ
り
で
す
。
長
い
時
間
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
．
小
学
校

Ｂ
．
高
校

Ａ
．
貴
校
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
か
か
わ
る
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
れ
く
ら
い
積
極
的
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
か
。

１
）～
４
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も

積
極
的

ま
あ

積
極
的

あ
ま
り

積
極
的
で
な
い

ま
っ
た
く

積
極
的
で
な
い

１
）
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）
学
習
意
欲
の
向
上
や
学
習
習
慣
の
確
立
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）
豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
の
育
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

Ｂ
．
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
に
あ
た
り
、
次
の
こ
と
に
ど
れ
く
ら
い
不
安
を
感
じ
ま
す
か
。

１
）～
10
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も

不
安

や
や
不
安

あ
ま
り

不
安
で
な
い

ま
っ
た
く

不
安
で
な
い

１
）
教
育
課
程
の
編
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
授
業
時
間
の
確
保
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）
教
員
の
指
導
力
の
不
足
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）
教
材
・
教
具
の
不
足
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
）
施
設
・
設
備
の
不
足
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

６
）
人
員
の
不
足
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

７
）
生
徒
の
疲
れ
の
増
加
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

８
）
生
徒
間
の
学
力
格
差
の
拡
大
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

９
）
教
員
の
多
忙
化
の
加
速
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

10
）
担
当
教
科
に
よ
る
教
員
間
の
負
担
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
今
年
度
、
ど
の
よ
う
な
領
域
に
つ
い
て
校
内
研
修
を
行
い
ま
す
か
（
予
定
も
含
み
ま
す
）。

　
　
あ
て
は
ま
る
番
号
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

２
）
で
「
１
．
教
科
指
導
」
に
○
を
つ
け
た
方
の
み
に
う
か
が
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｑ
．
そ
れ
は
何
の
教
科
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
番
号
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
．
貴
校
の
校
内
研
修
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

１
）
今
年
度
の
校
内
研
修
の
回
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
予
定
も
含
み
ま
す
）。
 …
…
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）
回

１
．
教
科
指
導
 

７
．
新
学
習
指
導
要
領
 

２
．
道
徳
 

８
．
特
別
支
援
教
育

３
．
特
別
活
動
 

９
．
小
学
校
と
の
連
携

４
．
総
合
的
な
学
習
の
時
間
 

10
．
高
校
と
の
連
携

５
．
生
徒
指
導
 

11
．
IC
T
機
器
の
活
用

６
．
進
路
指
導
 

12
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

１
．
国
語
 

３
．
数
学
 

５
．
音
楽
 

７
．
保
健
体
育
 

９
．
外
国
語

２
．
社
会
 

４
．
理
科
 

６
．
美
術
 

８
．
技
術
・
家
庭

資
料
編



─ 184 ─

資料編

学
習
指
導
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

中
学
校
・
先
生
用

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
全
国
の
公
立
中
学
校
で
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
外
国
語
の
い
ず
れ
か
の
 

教
科
を
担
当
さ
れ
て
い
る
先
生
方
を
対
象
に
、
日
ご
ろ
の
学
習
指
導
の
ご
実
践
の
状
況
や
、
教
育
に
関
す
る
 

意
識
を
う
か
が
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
無
記
名
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
の
で
、
お
名
前
・
ご
住
所
・
貴
校
名
を
ご
記
入
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
統
計
的
に
処
理
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
回
答
い
た
だ
く
先
生
や
学
校
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
は
決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

●
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
る
か
、
回
答
欄
に
回
答
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
あ
ま
り
考
え
込
ま
ず
、
お
答

え
に
な
れ
る
範
囲
で
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

１
 　
最
初
に
、
あ
な
た
ご
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

Ａ
．
性
別
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
．
女
性
　
　
　
２
．
男
性

Ｂ
．
満
年
齢
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
 

）
歳

Ｃ
．
教
職
経
験
年
数
 
１
．５
年
目
以
下
  

３
．
11
～
20
年
目
  

５
．
31
年
目
以
上

 
２
．６
～
10
年
目
  

４
．
21
～
30
年
目

Ｄ
. あ
な
た
の
職
位
は
次
の
ど
れ
に
あ
た
り
ま
す
か
。
 

１
．
主
幹
教
諭
  
２
．
指
導
教
諭
  

３
．
教
諭
  

４
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
: 　
　
　
　
　
　
　
　
 ）

Ｅ
．
あ
な
た
は
主
任
・
主
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
か
。
担
当
し
て
い
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
．
担
当
し
て
い
な
い
  

３
．
学
年
主
任
  

５
．
進
路
指
導
主
事
  

７
．
そ
の
他

２
．
教
務
主
任
  

４
．
生
徒
指
導
主
事
  
６
．
研
究
主
任
  

　
　（

具
体
的
に
: 　
　
　
　
　
　
 ）

Ｆ
．
あ
な
た
が
、
担
当
し
て
い
る
教
科
は
何
で
す
か
。
主
な
も
の
を
１
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

１
．
国
語
  

２
．
社
会
  

３
．
数
学
  

４
．
理
科
  

５
．
外
国
語

Ｇ
．
あ
な
た
は
、
現
在
、
学
級
担
任
を
し
て
い
ま
す
か
。
 

１
．
担
任
を
し
て
い
る
  

２
．
副
担
任
を
し
て
い
る
  

３
．
し
て
い
な
い

Ｈ
．
あ
な
た
は
、
何
年
生
の
学
級
担
任
（
副
担
任
）
を
し
て
い
ま
す
か
。
担
任
（
副
担
任
）
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、 

も
っ
と
も
多
く
授
業
を
担
当
し
て
い
る
学
年
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

１
．１
年
生
  

２
．２
年
生
  

３
．３
年
生

Ｉ
．
あ
な
た
が
担
任（
副
担
任
）を
し
て
い
る
学
級
の
生
徒
数
は
何
人
で
す
か
。
担
任（
副
担
任
）を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

も
っ
と
も
多
く
授
業
を
担
当
し
て
い
る
学
級
に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
　
　
　
　
　
　
　
）
人

Ｊ
．
あ
な
た
が
担
任
を
し
て
い
る
学
級
の
な
か
で
、
学
習
塾
に
通
っ
て
い
る
生
徒
は
だ
い
た
い
何
人
で
す
か
。
  

把
握
さ
れ
て
い
ま
し
た
ら
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
　
　
　
　
　
　
　
）
人
く
ら
い

Ｋ
．
あ
な
た
の
１
週
間
あ
た
り
の
持
ち
授
業
コ
マ
数
は
、
何
コ
マ
で
す
か
。
…
…
（
　
　
　
　
　
　
　
）
コ
マ

   
   （
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
委
員
会
、
学
級
活
動
な
ど
も
含
み
ま
す
）

Ｌ
．
あ
な
た
は
、
部
活
動
の
顧
問
を
し
て
い
ま
す
か
。 

（
兼
任
し
て
い
る
場
合
は
、
も
っ
と
も
負
担
が
重
い
も
の
を
１
つ
選
ん
で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

１
．
運
動
部
の
顧
問
を
し
て
い
る
  
２
．
文
化
部
の
顧
問
を
し
て
い
る
  

３
．
顧
問
は
し
て
い
な
い

Ｍ
．
あ
な
た
が
平
日
に
担
当
す
る
放
課
後
の
補
習
は
、
週
あ
た
り
だ
い
た
い
何
日
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。 

１
日
も
な
い
場
合
は
「
０
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
　
　
　
　
　
　
　
）
日
く
ら
い
／
週

Ｎ
．
あ
な
た
は
、
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
に
出
勤
す
る
こ
と
（
部
活
動
は
含
む
、
学
校
行
事
を
除
く
）
が
１
か
月
あ
た
り

何
日
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。
 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
　
　
　
　
　
　
　
）
日
／
月

１
）
学
校
段
階
 

１
．
短
期
大
学
  

３
．
大
学
院

 
２
．
 四
年
制
大
学
 
４
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
: 　
　
　
　
　
　
　
　
 ）

２
）
学
部
、
研
究
科
 
１
．
教
員
養
成
系
学
部
、
研
究
科

 
２
．「
１
．」
以
外
の
教
育
学
系
の
学
部
、
研
究
科

 
３
．
そ
の
他
の
学
部
、
研
究
科

Ｐ
．
あ
な
た
が
最
後
に
卒
業
し
た
学
校
は
、
次
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。 

１
）、
２
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
．
あ
な
た
は
ふ
だ
ん
、
学
校
で
の
仕
事
（
授
業
は
除
く
）
の
な
か
で
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
 

ど
れ
く
ら
い
使
用
し
て
い
ま
す
か
。

頻
繁
に

使
用
し
て
い
る

と
き
ど
き

使
用
し
て
い
る

あ
ま
り

使
用
し
て
い
な
い

ほ
と
ん
ど

使
用
し
て
い
な
い

１
─
─
─
─
─
─
─
─
─

２
─
─
─
─
─
─
─
─
─

３
─
─
─
─
─
─
─
─
─

４

　調査票見本　中学校 教員調査
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調
査
票
見
本 

（
中
学
校
教
員
調
査
）

４
 　
授
業
の
進
め
方
や
授
業
の
内
容
、
授
業
方
法
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

２
 　
ご
勤
務
校
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

Ａ
．
学
校
の
あ
る
場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
…
…（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
都
・
道
・
府
・
県

 
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
市
・
区
・
町
・
村

Ｂ
．
学
校
の
規
模
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
…
…
…
…
全
校
の
生
徒
数
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ）
人

 
全
校
の
学
級
数
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ）
学
級

３
 　
授
業
が
あ
る
平
均
的
な
１
日
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

Ａ
．
出
勤
時
刻
（
学
校
に
着
く
時
刻
）
は
、
だ
い
た
い
午
前
何
時
ご
ろ
で
す
か
。

６
時
以
前

６
時
ご
ろ

６
時
半

ご
ろ

７
時

ご
ろ

７
時
半

ご
ろ

８
時

ご
ろ

８
時
半

以
降

１
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
３
─
─
─
─
─
４
─
─
─
─
─
５
─
─
─
─
─
６
─
─
─
─
─
７

Ｂ
．
学
校
に
は
、
始
業
時
刻
の
何
分
前
に
着
き
ま
す
か
。

始
業
5
分
前

15
分
前
ご
ろ

30
分
前
ご
ろ

1
時
間
前
ご
ろ

そ
れ
以
上
前

１
─
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
─
３
─
─
─
─
─
─
─
４
─
─
─
─
─
─
─
５

Ｃ
．
退
勤
時
刻
は
、
だ
い
た
い
午
後
何
時
ご
ろ
で
す
か
。

５
時
以
前

５
時
ご
ろ

５
時
半

ご
ろ

６
時

ご
ろ

６
時
半

ご
ろ

７
時

ご
ろ

７
時
半

ご
ろ

８
時

ご
ろ

８
時
半

ご
ろ

９
時
ご
ろ

９
時
半

ご
ろ

10
時

以
降

１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
５
─
─
６
─
─
７
─
─
８
─
─
９
─
─
10
─
─
11
─
─
12

Ｅ
．
教
材
研
究
や
授
業
準
備
に
費
や
す
時
間
は
、
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
（
学
校
と
家
で
行
う
時
間
の
合
計
）。

ほ
と
ん
ど

し
な
い

15
分

く
ら
い

30
分

く
ら
い

１
時
間

く
ら
い

１
時
間
半

く
ら
い

２
時
間

く
ら
い

２
時
間
半

く
ら
い

３
時
間

以
上

１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
─
─
─
─
５
─
─
─
─
６
─
─
─
─
７
─
─
─
─
８

Ｄ
．
生
徒
指
導
に
費
や
す
時
間
は
、
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
（
授
業
時
間
以
外
に
行
う
指
導
。
清
掃
指
導
、 
登
下
校
指
導
、

安
全
指
導
、
健
康
・
保
健
指
導
、
生
活
相
談
な
ど
。
た
だ
し
部
活
動
は
除
く
）。

ほ
と
ん
ど

し
な
い

30
分

く
ら
い

１
時
間

く
ら
い

１
時
間
半

く
ら
い

２
時
間

く
ら
い

２
時
間
半

く
ら
い

３
時
間

く
ら
い

３
時
間

以
上

１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
─
─
─
─
５
─
─
─
─
６
─
─
─
─
７
─
─
─
─
８

Ｆ
．
家
で
学
校
の
仕
事
（
教
材
研
究
、
事
務
処
理
、
生
徒
へ
の
連
絡
な
ど
）
に
費
や
す
時
間
は
、
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

ほ
と
ん
ど

し
な
い

15
分

く
ら
い

30
分

く
ら
い

１
時
間

く
ら
い

１
時
間
半

く
ら
い

２
時
間

く
ら
い

２
時
間
半

く
ら
い

３
時
間

以
上

１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
─
─
─
─
５
─
─
─
─
６
─
─
─
─
７
─
─
─
─
８

Ｇ
．
家
で
、
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
読
書
し
た
り
す
る
時
間
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

ほ
と
ん
ど

し
な
い

15
分

く
ら
い

30
分

く
ら
い

１
時
間

く
ら
い

１
時
間
半

く
ら
い

２
時
間

く
ら
い

２
時
間
半

く
ら
い

３
時
間

以
上

１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
─
─
─
─
５
─
─
─
─
６
─
─
─
─
７
─
─
─
─
８

Ｈ
．
家
で
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
音
楽
を
聴
い
た
り
す
る
時
間
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

ほ
と
ん
ど

し
な
い

15
分

く
ら
い

30
分

く
ら
い

１
時
間

く
ら
い

１
時
間
半

く
ら
い

２
時
間

く
ら
い

２
時
間
半

く
ら
い

３
時
間

以
上

１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
─
─
─
─
５
─
─
─
─
６
─
─
─
─
７
─
─
─
─
８

Ｉ
．
睡
眠
時
間
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

４
時
間

以
内

５
時
間

く
ら
い

６
時
間

く
ら
い

７
時
間

く
ら
い

８
時
間

く
ら
い

９
時
間

以
上

１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
─
─
─
─
５
─
─
─
─
６

Ａ
．
あ
な
た
は
、
教
科
の
授
業
を
進
め
る
際
に
ど
の
よ
う
な
時
間
の
使
い
方
や
進
め
方
を
心
が
け
て
い
ま
す
か
。 

１
）～
10
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

多
く
す
る
よ
う
に

特
に
心
が
け
て
い
る

ま
あ

心
が
け
て
い
る

あ
ま
り

心
が
け
て
い
な
い

１
）
復
習
の
時
間
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

２
）
導
入
の
時
間
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

３
）
教
師
か
ら
の
解
説
の
時
間
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

担
当
す
る

教
科
に
は
な
い

４
）
解
説
内
容
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
の
時
間
 …
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

５
）
実
験
・
実
習
の
時
間
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３
…
…
…
４

６
）
生
徒
が
考
え
た
り
話
し
合
っ
た
り
す
る
時
間
 …
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

７
）
生
徒
の
発
言
や
発
表
の
時
間
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

８
）
机
間
指
導
や
生
徒
に
個
別
に
対
応
す
る
時
間
 …
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

９
）
練
習
や
演
習
の
時
間
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

10
）
学
習
の
ま
と
め
の
時
間
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

Ｂ
．
あ
な
た
は
、
教
科
や
領
域
の
授
業
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
内
容
を
ど
れ
く
ら
い
心
が
け
て
い
ま
す
か
。 

１
）～
６
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

多
く
す
る
よ
う
に

特
に
心
が
け
て
い
る

ま
あ

心
が
け
て
い
る

あ
ま
り

心
が
け
て
い
な
い

１
）
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
学
習
 …
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

２
）
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
学
習
 …
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

３
）
探
究
的
な
学
習
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

４
）
定
期
試
験
で
出
題
す
る
点
の
解
説
や
演
習
 …
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

５
）
高
校
入
試
に
役
立
つ
点
の
解
説
や
演
習
 …
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

６
）
上
級
学
年
や
上
級
学
校
に
進
ん
で
か
ら
困
ら
な
い
よ
う
に

配
慮
し
た
学
習
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

Ｃ
．
あ
な
た
は
、
教
科
の
授
業
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
授
業
方
法
を
心
が
け
て
い
ま
す
か
。 

１
）～
13
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

多
く
す
る
よ
う
に

特
に
心
が
け
て
い
る

ま
あ

心
が
け
て
い
る

あ
ま
り

心
が
け
て
い
な
い

１
）
教
師
主
導
の
講
義
形
式
の
授
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

２
）
教
科
書
に
そ
っ
た
授
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

３
）
自
作
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
授
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

４
）
教
材
を
工
夫
し
た
授
業
（
具
体
物
を
使
う
な
ど
） 
 …
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

５
）
自
分
で
調
べ
る
こ
と
を
取
り
入
れ
た
授
業
 …
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

６
）
体
験
す
る
こ
と
を
取
り
入
れ
た
授
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

７
）
表
現
活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

８
）
個
別
学
習
を
取
り
入
れ
た
授
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

９
）
グ
ル
ー
プ
活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

10
）
自
由
に
議
論
す
る
授
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

11
）
教
科
横
断
的
な
授
業
や
合
科
的
な
授
業
…
…
…
…
…
…
…
…

１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

12
）
計
算
や
漢
字
な
ど
の
反
復
的
な
練
習
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

13
）
小
テ
ス
ト
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

資
料
編
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Ａ
．
20
12
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
の
以
下
の
内
容
を
行
う
に
あ
た
り
、
あ
な
た
は
ど
れ
く
ら
い
 

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。
１
）～
６
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

６
 　
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

と
て
も

不
安

や
や

不
安

あ
ま
り

不
安
で
な
い

ま
っ
た
く

不
安
で
な
い

１
）「
言
語
活
動
の
充
実
」
の
実
践
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）「
理
数
教
育
の
充
実
」
の
実
践
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）「
道
徳
教
育
の
充
実
」
の
実
践
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）「
体
験
活
動
の
充
実
」
の
実
践
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
）
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
学
習
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

６
）
探
究
的
な
学
習
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
 　
あ
な
た
は
、
教
科
の
授
業
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
い
ま
す
か
。 

１
）～
９
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
）
生
徒
に
テ
ー
マ
を
選
ば
せ
て
行
う
学
習
（
テ
ー
マ
学
習
） 
 …
…
…
…
…
（
１
．
は
い
 　
　
２
．
い
い
え
 ）

２
）
生
徒
に
課
題
や
テ
ー
マ
を
与
え
て
行
う
調
べ
学
習
 …
…
…
…
…
…
…
…
（
１
．
は
い
 　
　
２
．
い
い
え
 ）

３
）
教
師
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
う
授
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
１
．
は
い
 　
　
２
．
い
い
え
 ）

４
）
生
徒
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
う
学
習
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
１
．
は
い
 　
　
２
．
い
い
え
 ）

５
）
電
子
黒
板
を
使
う
授
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
１
．
は
い
 　
　
２
．
い
い
え
 ）

６
）
自
作
プ
リ
ン
ト
を
用
い
て
の
学
習
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
１
．
は
い
 　
　
２
．
い
い
え
 ）

７
）
市
販
プ
リ
ン
ト
を
用
い
て
の
学
習
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
１
．
は
い
 　
　
２
．
い
い
え
 ）

８
）
辞
書
を
用
い
て
の
学
習
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
１
．
は
い
 　
　
２
．
い
い
え
 ）

９
）
市
販
テ
ス
ト
の
利
用
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
１
．
は
い
 　
　
２
．
い
い
え
 ）

Ｂ
．
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
学
習
内
容
の
増
加
に
、
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
予
定
で
す
か
。
 

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
教
科
書
の
内
容
の
う
ち
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
教
え
る

２
．
全
体
的
に
授
業
の
進
度
を
速
め
る

３
．
宿
題
な
ど
を
増
や
す

４
．
家
庭
学
習
（
宿
題
を
除
く
）
指
導
を
強
化
す
る

５
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
: 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ）

６
．
今
の
ま
ま
で
対
応
で
き
る

７
 　
宿
題
や
家
庭
学
習
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

７
 Ｂ
に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
あ
な
た
は
、
ど
の
く
ら
い
宿
題
を
出
し
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
で
「
１
．
～
４
．」
に
○
を
つ
け
た
方
に
う
か
が
い
ま
す
。

Ｓ
Ｑ
１
．
あ
な
た
が
出
す
宿
題
は
、
平
均
的
な
生
徒
に
と
っ
て
だ
い
た
い
１
回
何
分
く
ら
い
の
量
に
な
り
ま
す
か
。

Ｓ
Ｑ
２
．
宿
題
と
し
て
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
を
出
し
て
い
ま
す
か
。 

１
）～
11
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
出
す

た
ま
に

出
す

あ
ま
り

出
さ
な
い

ま
っ
た
く

出
さ
な
い

１
）
教
科
書
の
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
学
校
指
定
の
副
教
材
、
問
題
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）
自
作
プ
リ
ン
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）
計
算
や
漢
字
な
ど
の
反
復
的
な
練
習
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
）
調
べ
学
習
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

６
）
作
文
や
レ
ポ
ー
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

７
）
授
業
で
や
り
残
し
た
作
業
や
課
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

８
）
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
課
題
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

９
）
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
課
題
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

10
）
定
期
試
験
対
策
に
な
る
内
容
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

11
）
高
校
入
試
対
策
に
な
る
内
容
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

１
．
授
業
の
た
び
に
出
す

２
．
授
業
２
、
３
回
に
１
回
く
ら
い
出
す

３
．
授
業
４
、
５
回
に
１
回
く
ら
い
出
す

４
．
月
に
１
回
く
ら
い
出
す

５
．
宿
題
は
ほ
と
ん
ど
出
さ
な
い

15
分

30
分

45
分

1
時
間

1
時
間
30
分

２
時
間

そ
れ
以
上

１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４
─
─
─
─
５
─
─
─
─
６
─
─
─
─
７

Ｃ
．
あ
な
た
は
ご
自
身
が
担
当
さ
れ
る
教
科
に
関
し
て
、
小
学
校
の
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
内
容
を
、
ど
れ
く
ら
い
 

知
っ
て
い
ま
す
か
。

よ
く
知
っ
て
い
る

ま
あ
知
っ
て
い
る

あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ
た
く
知
ら
な
い

１
─
─
─
─
─
─
─
─
─

２
─
─
─
─
─
─
─
─
─

３
─
─
─
─
─
─
─
─
─

４

Ｂ
．
あ
な
た
は
、
受
け
持
ち
の
生
徒
に
対
し
て
家
庭
で
の
学
習
時
間
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
か
。 

あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
で
「
１
．
は
い
」
と
答
え
た
方
に
う
か
が
い
ま
す
。

Ｓ
Ｑ
．
ふ
だ
ん
何
時
間
く
ら
い
学
習
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
か
。
平
日
の
平
均
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

１
．
は
い

２
．
い
い
え

８
  に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

15
分

30
分

45
分

１
時
間

１
時
間

30
分

2時
間

2時
間

30
分

3時
間

そ
れ
以
上

１
─
─
─
２
─
─
─
３
─
─
─
４
─
─
─
５
─
─
─
６
─
─
─
７
─
─
─
８
─
─
─
９
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調
査
票
見
本 

（
中
学
校
教
員
調
査
）

11
 　
あ
な
た
は
、
ふ
だ
ん
の
指
導
（
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
を
含
む
）
の
な
か
で
、
受
け
持
ち
の
生
徒
の
学
習
意
欲
を
 

高
め
る
た
め
に
何
か
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

「
１
．
は
い
」
と
答
え
た
方
に
う
か
が
い
ま
す
。

Ｓ
Ｑ
．
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
で
す
か
。
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

１
．
は
い

２
．
い
い
え

12
 に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

８
 　
担
当
教
科
の
通
信
簿
を
つ
け
る
と
き
、
次
の
結
果
を
ど
れ
く
ら
い
重
視
し
ま
す
か
。

１
）～
６
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も

重
視
す
る

ま
あ

重
視
す
る

あ
ま
り

重
視
し
な
い

１
）
定
期
試
験
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

２
）
実
力
試
験
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

３
）
小
テ
ス
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

４
）
宿
題
や
提
出
物
の
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

５
）
授
業
中
の
態
度
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

６
）
遅
刻
・
欠
席
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

12
 　
あ
な
た
は
、
授
業
や
生
徒
指
導
の
面
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。 

Ａ
～
Ｋ
の
各
ペ
ア
に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
あ
え
て
い
え
ば
重
視
し
て
い
る
と
思
う
ほ
う
の
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
．
 １
．
教
科
書
や
指
導
要
領
の
内
容
を
、
と
に
か
く
最
後
ま
で
扱
う
こ
と

２
．
 一
通
り
終
わ
り
ま
で
や
れ
な
く
て
も
、
基
本
的
な
考
え
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

Ｂ
．
 １
．
不
得
意
な
教
科
や
領
域
の
学
力
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と

２
．
得
意
な
教
科
や
領
域
の
学
力
を
伸
ば
す
こ
と

Ｃ
．
 １
．
自
発
的
に
学
習
す
る
意
欲
や
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

２
．
た
と
え
強
制
し
て
で
も
、
と
に
か
く
学
習
さ
せ
る
こ
と

Ｄ
．
 １
．
教
育
内
容
を
精
選
し
て
教
授
す
る
こ
と

２
．
幅
広
い
知
識
を
教
授
す
る
こ
と

９
 　
定
期
試
験
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。
あ
な
た
が
定
期
試
験
の
問
題
を
作
成
す
る
と
き
に
、
次
の
こ
と
は
ど
の
程
度

あ
て
は
ま
り
ま
す
か
。
１
）～
11
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も

あ
て
は
ま
る

ま
あ

あ
て
は
ま
る

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

ま
っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な
い

１
）
教
科
書
か
ら
問
題
を
出
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
学
校
で
使
っ
て
い
る
問
題
集
・
副
教
材
な
ど
か
ら

問
題
を
出
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）
学
校
で
使
わ
な
い
問
題
集
・
参
考
書
な
ど
か
ら

問
題
を
出
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
内
容
か
ら
問
題
を
出
す
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
）
前
年
度
の
定
期
試
験
か
ら
問
題
を
出
す
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

６
）
市
販
の
テ
ス
ト
を
参
考
に
し
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

７
）
ま
っ
た
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
問
題
を
作
成
す
る
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

８
）
入
試
問
題
に
対
応
し
た
問
題
を
出
す
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

９
）
観
点
別
学
習
状
況
の
各
項
目
に
合
わ
せ
て

問
題
を
作
成
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

10
）
論
述
式
の
問
題
を
出
す
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

11
）
テ
ス
ト
問
題
を
練
る
十
分
な
時
間
が
な
い
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

10
 　
貴
校
の
年
間
行
事
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。 

あ
な
た
が
主
に
受
け
持
っ
て
い
る
学
年
で
は
、
次
の
よ
う
な
学
校
行
事
を
年
に
ど
れ
く
ら
い
行
っ
て
い
ま
す
か
。 

１
）～
７
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

や
っ
て

い
な
い

複
数
年
に

１
回

年
に
１
回

年
に
２
回

年
に

３
回
以
上

１
）
遠
足
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5

２
）
運
動
会
（
体
育
祭
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5

３
）
文
化
祭
（
学
芸
会
、
音
楽
会
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5

４
）
校
外
で
の
宿
泊
を
伴
う
行
事
（
修
学
旅
行
、
林
間
学
校
な
ど
）
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5

５
）
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
球
技
大
会
や
水
泳
大
会
）
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5

６
）
鑑
賞
教
室
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5

７
）
合
唱
な
ど
の
コ
ン
ク
ー
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
２
─
─
３
─
─
４
─
─
5

資
料
編
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Ｅ
．
 １
．
客
観
的
な
基
準
を
使
っ
て
、
子
ど
も
を
公
平
に
評
価
す
る
こ
と

２
．
直
感
的
で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
の
個
性
を
重
視
し
て
評
価
す
る
こ
と

Ｆ
．
 １
．
学
校
の
責
任
を
学
校
生
活
に
限
定
し
て
、
そ
の
範
囲
で
努
力
す
る
こ
と

２
．
家
庭
や
校
外
で
の
生
活
も
、
で
き
る
だ
け
指
導
す
る
こ
と

Ｇ
．
 １
．
ど
の
子
ど
も
に
も
、
で
き
る
だ
け
学
力
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と

２
．
勉
強
が
苦
手
な
子
ど
も
に
は
、
別
の
能
力
を
伸
ば
し
て
や
る
こ
と

Ｈ
．
 １
．
学
問
的
に
重
要
な
こ
と
が
ら
よ
り
も
、
子
ど
も
が
楽
し
く
学
べ
る
授
業
に
す
る
こ
と

２
．
授
業
の
楽
し
さ
を
多
少
犠
牲
に
し
て
も
、
学
問
的
に
重
要
な
こ
と
が
ら
を
押
さ
え
る
こ
と

Ｉ
．
 １
．
受
験
に
役
立
つ
力
を
、
学
校
の
授
業
で
も
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

２
．
受
験
指
導
は
塾
な
ど
に
任
せ
て
、
学
校
で
は
基
礎
的
事
項
を
教
え
る
こ
と

Ｊ
．
 １
．
子
ど
も
の
持
っ
て
い
る
可
能
性
が
開
花
す
る
の
を
、
支
援
す
る
こ
と

２
．
一
人
前
の
大
人
に
な
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
教
え
、
訓
練
す
る
こ
と

Ｋ
．
 １
．
受
験
に
役
立
つ
知
識
・
ス
キ
ル
を
教
え
る
こ
と

２
．
受
験
に
は
直
接
役
立
た
な
い
が
、
上
級
学
校
や
社
会
に
出
て
か
ら
役
立
つ
内
容
を
教
え
る
こ
と

13
 　
指
導
力
を
高
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

１
．
教
科
の
専
門
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
  

５
．
生
徒
指
導
の
具
体
的
な
方
法
や
事
例

２
．
教
科
教
育
に
関
す
る
理
論
  

６
．
進
路
指
導
の
具
体
的
な
方
法
や
事
例

３
．
教
科
の
具
体
的
な
指
導
法
や
教
材
研
究
の
方
法
  
７
．
そ
の
他
（
具
体
的
に
: 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ）

４
．
生
徒
の
学
習
の
評
価
方
法

Ａ
．
あ
な
た
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。 

あ
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
．
あ
な
た
は
教
科
指
導
や
生
徒
指
導
に
関
し
て
、
次
の
こ
と
を
ど
れ
く
ら
い
し
て
い
ま
す
か
。

１
）～
８
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

よ
く

す
る

と
き
ど
き

す
る

あ
ま
り

し
な
い

ま
っ
た
く

し
な
い

１
）
関
連
す
る
雑
誌
や
本
を
読
む
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
関
連
す
る
番
組
や
サ
イ
ト
を
調
べ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）
学
校
外
の
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
（
学
会
、
研
究
会
な
ど
を
含
む
）

　
　
に
参
加
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）
校
内
で
教
材
・
授
業
研
究
を
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
）
校
外
で
教
材
・
授
業
研
究
を
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

６
）
先
輩
・
同
僚
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

７
）
管
理
職
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

８
）
他
校
の
教
員
と
話
し
合
う
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

14
 　
生
徒
の
進
路
指
導
を
行
う
上
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
困
難
を
感
じ
ま
す
か
。
 

１
）～
８
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も
困
難
を

感
じ
る

や
や
困
難
を

感
じ
る

あ
ま
り
困
難
を

感
じ
な
い

ま
っ
た
く
困
難
を

感
じ
な
い

１
）
高
校
が
多
様
化
し
て
学
校
ご
と
の
特
徴
が
わ
か
り
に
く
い
こ
と
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
高
校
の
入
試
制
度
が
複
雑
な
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）
高
校
の
入
試
情
報
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）
進
路
を
決
め
き
れ
な
い
生
徒
が
多
い
こ
と
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
）
現
実
味
の
な
い
進
路
希
望
を
抱
く
生
徒
が
多
い
こ
と
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

６
）
努
力
し
な
い
で
も
入
れ
る
高
校
を
選
ぶ
生
徒
が
多
い
こ
と
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

７
）
進
路
に
関
す
る
保
護
者
へ
の
対
応
が
必
要
な
こ
と
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

８
）
学
校
内
に
進
路
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

15
 　
数
年
前
と
比
べ
て
、
最
近
の
生
徒
は
ど
う
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。 

１
）～
16
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

増
え
た

変
わ
ら
な
い

減
っ
た

１
）
協
調
性
の
あ
る
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

２
）
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
と
れ
る
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

３
）
落
ち
着
き
の
あ
る
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

４
）
自
己
表
現
力
の
高
い
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

５
）
自
己
中
心
的
な
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

６
）
や
る
気
や
自
信
を
持
っ
て
い
る
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

７
）
知
的
好
奇
心
の
旺
盛
な
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

８
）
粘
り
強
い
思
考
力
の
あ
る
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

９
）
学
校
や
教
師
に
対
し
て
冷
め
た
と
こ
ろ
の
あ
る
生
徒
 …
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

10
）
授
業
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

11
）
家
庭
学
習
の
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

12
）
授
業
中
に
立
ち
歩
い
た
り
教
室
外
に
出
た
り
す
る
生
徒
 …
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

13
）
受
け
身
的
な
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

14
）
疲
れ
て
い
る
生
徒
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

高
ま
っ
た

変
わ
ら
な
い

低
く
な
っ
た

15
）
生
徒
集
団
の
学
力
水
準
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

大
き
く
な
っ
た

変
わ
ら
な
い

小
さ
く
な
っ
た

16
）
生
徒
間
の
学
力
格
差
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

16
 　
保
護
者
の
様
子
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。
数
年
前
と
比
べ
て
、
最
近
の
保
護
者
は
ど
う
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
か
。
１
）～
５
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

増
え
た

変
わ
ら
な
い

減
っ
た

１
）
学
校
に
協
力
的
な
保
護
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

２
）
学
校
に
ク
レ
ー
ム
を
言
う
保
護
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

３
）
子
ど
も
に
無
関
心
な
保
護
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

４
）
教
師
の
指
導
を
信
頼
し
て
い
る
保
護
者
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３

５
）
自
分
の
子
ど
も
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
保
護
者
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
─
─
２
─
─
─
─
─
─
３
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18
 　
あ
な
た
は
教
職
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
か
。 

１
）～
９
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 と
て
も

そ
う
思
う

ま
あ

そ
う
思
う

あ
ま
り

そ
う
思
わ
な
い

ま
っ
た
く

そ
う
思
わ
な
い

１
）
将
来
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
の
成
長
に
か
か
わ
れ
る
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
社
会
を
支
え
る
人
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）
子
ど
も
と
喜
怒
哀
楽
を
と
も
に
で
き
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）
子
ど
も
と
と
も
に
成
長
で
き
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
）
自
分
の
教
科
の
専
門
知
識
や
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
い
か
せ
る
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

６
）
社
会
的
地
位
が
高
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

７
）
経
済
的
に
安
定
し
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

８
）
労
働
条
件
が
よ
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

９
）
長
期
休
暇
を
と
り
や
す
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

19
 　
あ
な
た
は
、
次
の
よ
う
な
悩
み
を
ど
れ
く
ら
い
感
じ
て
い
ま
す
か
。 

１
）～
16
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 と
て
も

そ
う
思
う

ま
あ

そ
う
思
う

あ
ま
り

そ
う
思
わ
な
い

ま
っ
た
く

そ
う
思
わ
な
い

１
）
生
徒
の
学
習
意
欲
が
低
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
生
徒
間
の
学
力
差
が
大
き
く
て
授
業
が
し
に
く
い
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）
小
学
校
ま
で
の
学
習
内
容
が
定
着
し
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）
子
ど
も
た
ち
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
）
特
別
な
支
援
が
必
要
な
生
徒
へ
の
対
応
が
難
し
い
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

６
）
年
間
の
授
業
時
数
が
足
り
な
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

７
）
教
材
準
備
の
時
間
が
十
分
に
と
れ
な
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

８
）
図
書
費
や
教
材
費
が
不
足
し
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

９
）
生
徒
指
導
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

10
）
部
活
動
の
指
導
が
負
担
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

11
）
校
務
分
掌
の
仕
事
が
負
担
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

12
）
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務
書
類
が
多
い
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

13
）
保
護
者
や
地
域
住
民
へ
の
対
応
が
負
担
で
あ
る
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

14
）
休
日
出
勤
や
残
業
が
多
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

15
）
管
理
職
か
ら
の
評
価
が
気
に
な
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

16
）
教
育
行
政
が
学
校
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

21
 　
総
合
的
に
み
て
、
あ
な
た
は
ご
自
身
の
教
員
生
活
に
、
ど
れ
く
ら
い
満
足
し
て
い
ま
す
か
。

あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

と
て
も

満
足
し
て
い
る

ま
あ

満
足
し
て
い
る

あ
ま
り

満
足
し
て
い
な
い

ま
っ
た
く

満
足
し
て
い
な
い

１
─
─
─
─
─
─
─
─
─

２
─
─
─
─
─
─
─
─
─

３
─
─
─
─
─
─
─
─
─

４

22
 　
あ
な
た
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。
も
っ
と
も
あ
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

１
．
で
き
れ
ば
、
将
来
管
理
職
に
な
り
た
い

２
．
管
理
職
に
は
な
ら
ず
、
一
教
員
と
し
て
ず
っ
と
生
徒
を
前
に
し
て
働
き
た
い

３
．
い
ず
れ
は
教
員
を
辞
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

４
．
今
、
真
剣
に
教
員
を
辞
め
た
い
と
思
っ
て
い
る

５
．
特
に
考
え
た
こ
と
は
な
い

23
 　
あ
な
た
が
子
ど
も
の
成
長
を
感
じ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
場
面
で
す
か
。
具
体
的
な
場
面
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

24
 　
あ
な
た
は
、
今
教
え
て
い
る
生
徒
た
ち
に
、
将
来
ど
の
よ
う
な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
。

具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

以
上
で
質
問
は
終
わ
り
で
す
。
長
い
時
間
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

17
 　
あ
な
た
の
職
場
や
先
生
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。 

１
）～
６
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

１
）
生
徒
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
指
導
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
う
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）
先
輩
・
同
僚
に
気
軽
に
相
談
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）
管
理
職
に
気
軽
に
相
談
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
）
職
員
室
の
雰
囲
気
が
い
い
と
感
じ
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

６
）
仕
事
以
外
で
も
同
僚
と
付
き
合
う
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

20
 　
あ
な
た
は
、
教
員
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
ど
れ
く
ら
い
満
足
し
て
い
ま
す
か
。 

１
）～
５
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
あ
て
は
ま
る
番
号
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 と
て
も

満
足
し
て
い
る

ま
あ

満
足
し
て
い
る

あ
ま
り
満
足

し
て
い
な
い

ま
っ
た
く
満
足

し
て
い
な
い

１
）
学
習
指
導
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

２
）
子
ど
も
と
の
関
係
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

３
）
保
護
者
や
地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

４
）
現
在
の
職
場
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

５
）
教
員
生
活
と
私
生
活
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
１
─
─
─
─
２
─
─
─
─
３
─
─
─
─
４

資
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